
施工後は本書をお施主様へお渡しください。

※本体を切断して、コンクリートに直接埋め込
む際は、付属品の緩衝材をご使用下さい。
　（裏面の「施工上のご注意」参照

＜付属品＞

緩衝材（85×1700のみ）
本体（85×1700）

本体（50×1700）

本体（150×1700）

フォレスポール

取扱取付説明書
FORES POLE

この度は、「フォレスポール」をご購入いただき、誠にありがとうございました。
ご使用の前には、この「取扱取付説明書」をお読みの上、正しくお使いください。

梱包部品 梱包内容をお確かめ下さい。
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●参考施工図・寸法図（mm)
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■50×1700
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※本商品は改良の為、予告無しに仕様を変更することがございますのでご了承ください。
●販売元

〒473-0925 愛知県豊田市駒場町藤池17番1 
ＨＰアドレス http://www.unison-net.com

●商品をむやみに揺すったり、乗ったり、寄りかかったり、商品の上に重いものを乗せたりしないで下さい。ケガや故障、
破損の原因になります。

●通常の使用には十分耐えられる構造になっていますが、部分的に衝撃を与えますと、破損するおそれがありますので、
乱暴な扱いは避けるようにして下さい。

●むやみな改造、仕様変更は事故や故障の原因となりますので行わないで下さい。

使用上のご注意

●切断、穴あけなどは、従来の木材と同じ工具で加工が可能です。（図①参照）
●切り屑は樹脂を含むため、土には戻りませんので燃えないゴミとして処理して下さい。
●ビス止めする場合はあらかじめ下穴を空けてから施工して下さい。電動ドライバーなどでビス止めを行う場合は、トルク
を弱い力に設定して下さい。※直接ビス止めを行うと、本体化粧部が破損するおそれがあります。（図②参照）

●フォレスポール85×1700の本体を切断して、本体化粧部（木材・プラスチック再生複合材）をコンクリートに直接埋
め込む際は、熱膨張によりコンクリートを破損するおそれがあります。そのため、埋め込み部分には同梱の緩衝材（樹
脂発泡シート）を巻いて、直接コンクリートに触れないように施工して下さい。緩衝材は屋外用の両面テープ等で固定
して下さい。またその際、熱により空気が本体内部で膨張したり、結露や浸入水が溜まるおそれがありますので、地上
面の目立たない場所に空気穴（水抜穴）5～8mmを2箇所以上設けて下さい。（図③参照）

※50×1700、1500×1700につきましても、コンクリートの破損を防ぐ為に必ず空気穴（水抜穴）5～8mmを2箇所以上も設け
て下さい。

●切り屑は樹脂を含むため、土には戻りませんので燃えないゴミとして処理して下さい。

施工上のご注意

●お手入れ方法
表面の汚れ等は、水で軽く洗い流して下さい。洗剤を使用する際は、水で薄めた中性洗剤をご使用下さい。

●廃棄について
ご不要になった商品は、地域の条例に従って正しく廃棄してください。
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ビス止めする場合は下穴を空けて下さい

空気穴（水抜き穴）5～8mmを2箇所以上設けて下さい。
埋め込む部分には緩衝材を
巻いてください。

下穴

空気穴

0104222


